
汚れたり、紐がちぎれたりすることもあるので、

予備のマスクを学校に置いておきましょう。 

   
 

 

考査が終わり、少しほっとしていますか？今年度は夏休みがいつもより短くなり、1学期はまだもう少しあ

ります。暑い中での授業や活動になります。体調管理、熱中症予防、新型コロナウイルス感染症予防、自己管

理をしっかりとしていきましょう！！ 

 

厚生労働省から出されている「新しい生活様式」を知っていますか？ 

新型コロナウイルスの感染拡大を防ぐために、「新しい生活様式」として、 

一人ひとりが感染防止の３つの基本である１．身体的距離の確保、２．マスクの着用、３．手洗いや、「３密

（密集、密接、密閉）」を避ける等の対策を取り入れた生活様式を実践することが求められています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～厚生労働省㏋より～ 

 
◇ マスク着用による肌荒れやにきび・・・対策法は？ ◇ 

 
原因１ マスク内側のムレによる肌荒れ（唾液、くしゃみ、咳、呼気（息を吐く）の際に 

出る雑菌がマスク内側に付着。呼吸することによってマスク内がムレて雑菌が繁殖する） 

『マスクと顔の間にガーゼやコットンなどを挟む。ガーゼやコットンが、呼気より排出された水

分を吸い取ってくれる』 

原因２ マスクそのものの素材やアレルギー反応による肌荒れ 

『一般的に不織布マスクよりもガーゼ素材のマスクのほうが肌に優しく、肌荒れが起こしにくい

傾向にある。花粉やウイルスを排除する機能は不織布のほうが優れているが、肌が弱い人や、肌

の調子が悪いと感じた時だけでもガーゼ素材のマスクにすることはお勧め！』 

原因３ マスクと肌の摩擦による肌荒れ 

『マスクが顔のサイズよりも小さいと、肌を擦り刺激になる。マスクは着用したときに、鼻から

顎までが隠れるくらいの大きさで、ゴムや紐の部分が擦れて痛くならない程度のもの』 

Higashi's Health 
令和２年 ７月１５日   

春日井東高校（保健室） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

塩分もあわせてとりましょう。スポーツドリンク、塩分を含む飴・タブレットなどなど。 
 

～最近の保健室～ 

「気持ち悪い」「頭痛い」と保健室に来る生徒と話をしていると、夜寝るのがとても遅かったり、家を出る

時間がギリギリだったり、朝ご飯を全く食べていなかったり・・・。生活習慣をいきなり変えることは難しい

ことです。１００％を目指すと疲れてしまいます。少しずつ少しずつ変えていきましょう。まずは１０％から

目指してみませんか？今回は食事！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

少しの時間でもいいよ！ 


